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昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
後
、
私
は
中
国
軍
兵

士
の
自
動
車
教
育
係
と
し
て
配
属
さ
れ
、
約
一
カ
年
間
勤

務
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
日
、
復
員
船
に
て
博
多
に

上
陸
、
焼
土
と
化
し
た
故
国
に
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

私
は
自
動
車
隊
で
あ
り
、
歩
兵
の
方
の
よ
う
に
第
一
線

勤
務
で
は
な
い
の
で
、
弾
の
撃
ち
合
い
は
し
ま
せ
ん
が
、

食
糧
、
弾
薬
等
の
補
給
役
と
し
て
、
常
に
敵
機
の
空
襲
を

受
け
る
危
険
な
業
務
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。 

 

そ
の
間
、
幾
多
の
戦
友
が
爆
撃
で
亡
く
な
ら
れ
た
光
景

が
今
で
も
瞼
に
残
っ
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
思
い
ま
す
。

そ
し
て
恒
久
的
平
和
の
尊
さ
を
祈
る
も
の
で
す
。 

 

平
成
十
五
年
十
一
月
九
日
、
急
性
心
筋
梗
塞
に
て
入
院
、

十
五
分
遅
れ
た
ら
命
が
無
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
幸
い
一

カ
月
余
り
で
退
院
し
、
現
在
は
福
祉
関
係
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
中
で
す
。 

手
榴
弾
と
共
に
生
き
る 

山
形
県 

 

菅 

原 

喜 

美 
 

 

  

私
は
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
十
二
月
十
七
日
、
現

住
地
で
生
れ
ま
し
た
。
入
隊
当
時
の
家
族
は
父
・
妻
・
弟

三
人
の
六
人
家
族
で
、
父
は
農
業
の
傍
ら
日
雇
い
労
務
者
、

私
は
大
阪
の
ガ
ス
会
社
で
コ
ー
ク
ス
生
産
課
で
働
い
て
お

り
ま
し
た
。
上
の
弟
は
九
歳
違
い
の
小
学
生
で
、
妻
は
三

人
の
弟
が
小
さ
い
の
で
育
児
と
家
事
専
業
で
し
た
。 

 

山
形
と
言
え
ば
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
が
思
い
だ
さ
れ
ま
す

が
、
私
が
小
さ
い
頃
は
各
家
の
空
き
地
に
一
本
く
ら
い
植

え
ら
れ
て
い
る
程
度
で
し
た
が
、
山
形
産
の
「
さ
く
ら
ん

ぼ
」
は
味
の
好
さ
が
全
国
に
知
れ
渡
り
、
現
在
東
根
地
区

は
日
本
一
の
生
産
地
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
以
外
に
フ
ラ
ン
ス
生
れ
の
「
ラ
・
フ

ラ
ン
ス
」、
林
檎
、
ぶ
ど
う
、
桃
等
四
季
を
通
じ
て
ど
こ
へ

行
っ
て
も
旬
の
果
物
が
満
喫
出
来
ま
す
。 

 

ま
た
東
根
地
区
は
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
、
四
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十
三
年
の
両
年
に
わ
た
る
大

か
ん
ば
つ

旱
魃
の
た
め
、
農
家
の
苦
悩

は
一
方
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
明
治
四
十
三

年
の
こ
と
、
東
根
北
の
宿
の
住
人
、
天
野
又
右
衛
門
は
灌

漑
用
水
を
得
よ
う
と
旧
元
湯
旅
館
屋
敷
の
一
遇
に
「

と
っ
こ

独
鈷

井
」
の
試
掘
を
行
っ
た
。
深
度
十
数
間
（
一
間
は
一
、
八

メ
ー
ト
ル
）
に
達
し
て
豊
な
湧
水
を
得
た
。
そ
の
温
度
は

相
当
高
く
、
さ
ら
に
、
掘
り
下
げ
、
三
十
二
間
ほ
ど
に
及

ん
で
温
度
は
四
〇
度
、
湯
量
毎
分
二
斗
（
一
斗
は
十
八
リ

ッ
ト
ル
）
の
優
秀
な
温
泉
が
湧
き
出
し
た
の
で
す
。 

 

天
野
家
一
門
の
喜
び
は
も
と
よ
り
近
郷
の
民
衆
も
ま
た

驚
き
、
じ
ら
い
、
数
多
く
の
人
々
は
天
与
の
恵
み
を
感
謝
、

出
湯
の
恩
沢
に
浴
し
て
い
ま
す
。
私
も
年
少
の
頃
は
米
、

味
噌
、
野
菜
を
背
負
っ
て
自
炊
湯
治
し
た
も
の
で
す
。
現

在
は
三
十
軒
の
温
泉
旅
館
が
建
ち
並
び
、
ま
た
東
根
小
学

校
校
庭
の
日
本
一
の
大
欅
、
龍
泉
寺
の
マ
リ
ア
観
音
像
、

与
次
郎
稲
荷
神
社
境
内
の
「
六
田
の
石
鳥
居
」、
大
森
山
の

磨
崖
仏
、
仏
心
寺
の
大
仏
等
と
共
に
観
光
客
か
ら
喜
ば
れ

て
お
り
ま
す
。 

 

以
上
私
の
ふ
る
里
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
私
の

家
は
わ
ず
か
ば
か
り
の
田
畑
を
耕
作
す
る
貧
農
家
で
、
母

は
末
の
弟
を
出
産
後
間
も
な
く
死
亡
し
ま
し
た
の
で
、
父

は
農
作
業
や
家
事
の
か
た
わ
ら
暇
を
み
て
は
日
雇
い
作
業

で
六
人
家
族
の
生
計
を
賄
っ
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
小
学

校
卒
業
と
同
時
に
こ
の
土
地
で
の
就
職
を
希
望
し
、
職
探

し
に
走
り
回
り
ま
し
た
が
か
な
わ
ず
、
前
書
の
ガ
ス
会
社

に
就
職
し
て
、
少
し
ば
か
り
で
す
が
父
に
毎
月
送
金
し
て

喜
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

私
が
十
九
歳
の
春
、
父
か
ら
相
談
し
た
い
こ
と
あ
る
か

ら
休
暇
を
も
ら
っ
て
来
る
よ
う
に
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
父
の
相
談
事
と
は
、
俺
の
気
に
入
っ
た
、
し
か
も
俺

の
家
の
た
め
に
働
い
て
く
れ
る
と
い
う
好
い
娘
が
い
る
か

ら
結
婚
し
な
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。
母
を
早
く
亡
く
し

疲
れ
切
っ
て
い
る
父
の
姿
を
み
て
、
俺
は
「
来
年
徴
兵
検

査
で
ど
こ
も
悪
い
と
こ
ろ
は
無
く
甲
種
合
格
間
違
い
な
い

と
思
う
。
結
婚
一
年
そ
こ
そ
こ
で
軍
隊
に
行
き
元
気
で
帰

っ
て
来
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
来
て

く
れ
る
な
ら
い
い
よ
」
と
返
事
を
し
ま
し
た
。 

 

父
は
早
速
、
家
を
出
て
、
午
後
八
時
頃
帰
っ
て
き
て
「
喜
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美
喜
べ
、
俺
が
目
を
付
け
た
と
お
り
立
派
な
嫁
だ
、
喜
美

さ
ん
が
兵
隊
に
行
っ
て
も
必
ず
元
気
で
帰
っ
て
来
ま
す
。

毎
日
神
仏
に
祈
願
し
て
帰
り
を
待
ち
ま
す
、
と
言
っ
て
承

知
し
て
く
れ
た
よ
、
お
前
が
明
後
日
帰
る
予
定
な
の
で
、

明
日
先
方
の
家
へ
お
邪
魔
す
る
こ
と
に
し
て
き
た
か
ら
」

と
、
時
間
は
十
二
時
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
翌
日
訪
問

し
て
来
春
結
婚
式
を
挙
げ
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。 

 

翌
年
三
月
末
で
会
社
を
退
職
し
、
結
婚
式
を
挙
げ
、
徴

兵
検
査
の
結
果
は
予
想
通
り
甲
種
合
格
と
な
り
、
昭
和
十

七
（
一
九
四
二
）
年
十
二
月
一
日
、
入
隊
す
る
よ
う
役
場

よ
り
通
知
が
届
き
、
入
隊
ま
で
健
康
に
注
意
し
ま
し
た
。 

 

入
隊
前
日
、
妻
か
ら
毎
日
三
食
の
陰
膳
を
据
え
、
無
事

帰
還
を
祈
っ
て
い
る
か
ら
、
家
の
こ
と
は
何
一
つ
心
配
せ

ず
安
心
し
て
国
の
た
め
軍
務
に
励
む
よ
う
元
気
付
け
ら
れ
、

感
謝
の
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

い
よ
い
よ
入
隊
の
日
が
来
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
親
戚

の
方
々
が
我
が
家
に
お
祝
い
と
元
気
付
け
に
集
合
、
必
ず

元
気
で
帰
っ
て
来
ま
す
の
で
家
族
の
こ
と
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
、
と
堅
い
握
手
を
し
、
家
の
前
か
ら
、
町
内
の

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
る
「
祝
出
征
軍
人 

菅
原
喜
美
君
」

の
大
幟
を
先
頭
に
駅
に
向
か
い
ま
し
た
。 

 

駅
頭
に
は
村
長
さ
ん
は
じ
め
、
役
場
の
皆
さ
ん
、
軍
人

会
、
青
年
会
、
国
防
婦
人
会
そ
の
他
大
勢
の
方
々
が
集
ま

り
、
万
歳
、
軍
歌
、
日
の
丸
の
小
旗
に
送
ら
れ
「
一
死
報

国
」
を
誓
い
駅
を
後
に
し
ま
し
た
。 

 

途
中
列
車
内
で
一
泊
、
十
二
月
二
日
午
後
、
留
守
近
衛

師
団
歩
兵
第
一
連
隊
第
二
部
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
十
二

月
八
日
、
下
関
港
出
航
、
同
日
金
港
上
陸
。
十
二
月
十
二

日
、
満
支
国
境
の
山
海
関
を
通
過
。
十
二
月
十
六
日
、
嵐

県
東
村
鎮
省
第
六
十
九
師
団
独
立
歩
兵
隊
第
八
十
五
大
隊

第
三
中
隊
に
編
入
さ
れ
、
初
年
兵
教
育
を
受
け
な
が
ら
警

備
に
当
り
ま
し
た
。 

 

起
床
か
ら
消
灯
ま
で
軍
人
勅
諭
、
戦
陣
訓
、
歩
兵
操
典

の
教
育
、
そ
れ
に
教
練
、
飯
上
げ
、
洗
濯
な
ど
班
内
の
業

務
に
走
り
な
が
ら
の
行
動
で
す
。
腹
が
空
き
古
兵
の
残
飯

で
助
か
り
ま
し
た
。
入
隊
前
に
班
内
で
は
暴
力
的
制
裁
の

あ
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て
い
て
、
戦
地
で
は
こ
れ
は
無
い

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
は
思
い
違
い
で
、
襟
布
、
靴
下
、
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軍
靴
の
汚
れ
、
靴
下
の
無
補
修
、
銃
の
手
入
れ
不
良
等
に

理
由
付
け
し
て
の
殴
る
蹴
る
は
一
発
で
終
わ
る
か
ら
よ
い

方
で
し
た
。 

 

満
水
の
掃
除
用
バ
ケ
ツ
（
十
八
リ
ッ
ト
ル
）
を
両
手
に

持
た
せ
ら
れ
一
時
間
の
不
動
の
姿
勢
、
ベ
ッ
ト
一
床
ご
と

に
飛
び
走
り
鴬
の
泣
き
真
似
の
谷
渡
り
三
十
分
等
の
制
裁

受
け
な
が
ら
六
カ
月
過
ぎ
、
一
期
の
検
閲
が
終
わ
り
ま
し

た
。 

 

昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日
、
第
三
中
隊
に
編
入
と
同
時

に
上
等
兵
に
進
級
、
本
日
入
隊
し
た
初
年
兵
の
教
育
係
に

拝
命
さ
れ
、
そ
の
任
に
当
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
八
年
十
二
月
二
十
九
日
、
毛
頭
作
戦
に
初
年
兵

を
引
率
し
攻
撃
教
育
中
、
敵
の
銃
弾
で
肩
か
ら
背
に
貫
け

る
銃
創
を
受
け
、
汾
陽
野
戦
病
院
に
入
院
し
治
療
を
受
け

ま
し
た
。
初
年
兵
の
こ
と
が
心
配
で
、
軍
医
に
お
願
い
し

て
、
今
後
は
中
隊
の
衛
生
兵
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
し

て
十
日
ほ
ど
で
退
院
し
ま
し
た
。
初
年
兵
の
出
迎
え
を
受

け
、
全
員
元
気
で
お
り
、
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
が
、
多

く
の
死
傷
者
が
出
た
こ
と
知
ら
さ
れ
残
念
で
し
た
。 

 

昭
和
十
九
年 

 
 

 

三
月 

 

二
日 

東
村
鎮
出
発 

 
 

 

四
月 

十
四
日 

太
原
着 

 
 

 

四
月
二
十
八
日 

太
原
出
発 

 
 

 

五
月 

 

三
日 

浦
口
通
過 

 
 

 

五
月 

 

四
日 

江
蘇
省
嘉
定
着 

 
 

 

七
月
二
十
八
日 

嘉
定
出
発
、 

 
 

 
 
 
 

 

同
日 

清
浦
県
黄
渡
鎮
着 

 

移
動
中
に
河
南
作
戦
を
援
助
す
る
た
め
参
戦
す
る
よ
う

下
命
が
あ
り
、
私
の
率
い
る
初
年
兵
分
隊
も
突
撃
の
任
に

当
り
ま
し
た
。
私
は
敵
の
手
榴
弾
の
破
片
が
肩
近
く
の
首

内
に
食
い
込
み
、
多
量
の
出
血
が
あ
り
、
止
血
に
手
間
取

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
青
森
県
出
身
で
一
年
先
輩
の
佐
々
木

上
等
兵
が
俺
に
任
せ
ろ
と
い
い
、
患
部
を
指
で
三
十
分
位

押
さ
え
て
出
血
を
止
め
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
戦
で
、

我
が
分
隊
は
軽
傷
二
人
で
し
た
が
、
激
戦
で
し
た
の
で
他

部
隊
の
死
傷
者
は
数
百
人
に
及
ん
だ
と
聞
き
ま
し
た
。 

 

黄
渡
鎮
は
治
安
良
く
、
住
民
に
も
反
日
的
行
動
も
な
く
、

ま
た
我
が
軍
も
住
民
か
ら
反
感
抱
く
よ
う
な
行
動
と
る
こ
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と
な
く
平
穏
に
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
突
然
、
米
軍
進
駐
、
終
戦

が
報
ぜ
ら
れ
、
武
装
解
除
、
兵
器
の
供
出
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
米
軍
の
指
揮
下
に
入
り
ま
し
た
が
何
の
作
業
も
無

く
三
食
が
仕
事
で
し
た
。
私
は
耳
鳴
り
が
ひ
ど
い
の
で
医

師
の
診
断
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
手
榴
弾
の
破
片
が
首
の
骨

と
接
触
し
て
お
り
、
神
経
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
の
が
原
因

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
手
術
に

よ
っ
て
破
片
を
除
去
す
る
に
は
現
地
で
は
場
所
的
に
問
題

が
あ
る
の
で
、
日
本
へ
帰
っ
た
ら
専
門
医
師
の
診
断
を
受

け
る
よ
う
に
と
診
断
書
を
戴
き
ま
し
た
。
そ
し
て
復
員
後

地
元
の
病
院
で
の
診
断
結
果
も
同
意
見
で
、
一
年
ご
と
に

受
診
す
る
よ
う
言
わ
れ
ま
す
が
、
今
も
酷
い
耳
鳴
り
に
悩

ま
さ
れ
な
が
ら
の
毎
日
で
す
。 

 

昭
和
二
十
一
年 

 
 

 

一
月 

十
七
日 

帰
還
の
た
め
上
海
港
出
航 

 
 

 

一
月
二
十
一
日 

佐
世
保
港
上
陸 

 
 

 

一
月
二
十
三
日 

復
員
帰
郷 

 

当
時
は
電
話
は
な
く
、
連
絡
せ
ず
に
突
然
帰
り
ま
し
た

の
で
、
妻
は
じ
め
家
族
全
員
の
驚
き
と
喜
び
で
一
夜
を
明

か
し
ま
し
た
。
帰
宅
時
刻
は
ち
ょ
う
ど
夕
食
時
で
、
出
征

前
に
妻
が
言
っ
て
い
た
と
お
り
、
食
卓
に
私
の
陰
膳
が
据

え
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
感
謝
の
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

 

思
え
ば
戦
地
で
の
二
回
の
負
傷
が
急
所
を
外
れ
て
無
事

帰
還
出
来
た
の
は
妻
の
祈
り
の
お
陰
で
し
た
。 

 

実
は
太
原
駐
留
時
に
父
の
死
亡
通
知
が
あ
り
、
隊
か
ら

一
時
帰
郷
の
許
可
が
出
た
の
で
す
が
初
年
兵
教
育
期
間
中

で
し
た
の
で
、
帰
郷
は
断
念
し
ま
し
た
。
私
の
弟
三
人
の

養
育
の
た
め
に
父
は
ど
れ
ほ
ど
の
苦
労
し
た
か
頭
が
下
が

り
ま
す
。 

 

し
ば
ら
く
静
養
し
て
営
林
署
の
労
務
者
に
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
目
的
達
成
前
に
弟
が
小
学
校
を
卒
業
し
ま

し
た
の
で
、
二
人
で
野
菜
の
商
売
を
や
る
こ
と
に
し
て
退

職
し
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
、
三
輪
車
を
購
入
、
県
内
、
秋
田

県
、
青
森
県
と
駆
け
回
り
ま
し
た
。 

 
現
在
、
苦
労
を
か
け
た
妻
に
何
の
恩
返
し
す
る
こ
と
な

く
先
立
た
れ
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
国
民
年
金
で
細
々
と
、
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で
も
長
男
夫
婦
、
孫
夫
婦
そ
れ
に
曾
孫
の
四
世
代
同
居
で

和
気
靄
々
の
幸
せ
な
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。 

中
支
で
の
戦
争
悲
劇 

福
井
県 

 

内 

田 

新 
一 

 
 

  

百
万
人
に 

百
万
人
の 

母
あ
れ
ど 

 
 

 
 
 

吾
が
母
に 

勝
る
母
は
な
し 

と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
が
、
私
に
と
り
ま
し
て
は
特
に
我

が
母
は
、
誰
の
母
に
も
負
け
な
い
立
派
な
母
だ
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。 

 

私
が
十
三
歳
の
時
に
、
父
は
四
十
一
歳
の
若
さ
で
死
亡

し
ま
し
た
。
以
来
母
は
十
三
歳
の
私
を
頭
に
姉
二
人
、
弟

一
人
と
四
人
の
子
供
を
一
生
懸
命
働
い
て
育
て
て
く
れ
ま

し
た
。
私
達
四
人
に
と
り
ま
し
て
は
、
何
物
に
も
換
え
難

い
大
切
な
立
派
な
母
で
し
た
。 

 

私
は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
三
月
三
十
日
、
現
在

の
福
井
県
鯖
江
市
住
吉
町
三
丁
目
一
三
―
二
七
号
で
生
を

享
け
、
鯖
江
市
惜
陰
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
、
昭
和

十
三
（
一
九
三
八
）
年
四
月
よ
り
鎌
田
印
刷
所
に
勤
務
致

し
ま
し
た
。
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
真
珠
湾
攻
撃
に


